
　図書館については、令和４年３月に策定した「すべての市民

機会を提供することや、多文化共生社会として、様々な価値観 の学びを支援し、情報拠点となる図書館」を目指す姿とした「

を持つ市民が地域の中で共に学び、互いを理解し、支えあえる 第２次戸田市図書館ビジョン」に基づき、それぞれの施策を推

ような地域コミュニティの活性化が課題である。 進していく。

　郷土博物館（彩湖自然学習センター含む）については、開館 　郷土博物館（彩湖自然学習センター含む）については、令和

以来年数を重ねる中で、施設の利用環境改善や新たな来館者層 ４年３月に策定した『「知の拠点」として、あらゆる人に戸田

の開拓が求められているほか、進捗著しいデジタル技術等を活 の魅力を発信し続ける博物館』を目指す姿とした「戸田市郷土

用した新たな観覧方法・機会の充実や、積極的な情報発信への 博物館ビジョン」に基づき、それぞれの施策を推進していく。

対応が課題である。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月23日 作成部局名 教育委員会事務局 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

生涯学習課

02
創造性や豊かな心を育むまち

05
生涯学習活動の推進

市民の誰もが生涯にわたって、自ら主体的に学び、自己実現を図ることができるよう、市民協働による生涯学習環境を構築

します。

生涯学習運営事業

市民大学・家庭教育事業

新曽公民館事業

図書館管理運営費

資料管理事業

展示及び教育普及事業

施設運営・維持管理事業

生涯学習活動を行っている 生涯学習活動を行っている割合
％ 40.5以上 40.5 -

市民の割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

図書館を生涯学習の拠点で 生涯学習の拠点と感じる割合
％ 71.1 66.1 -

あると感じている割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

郷土博物館を気軽に利用で 気軽に利用できる施設と感じる割合
％ 68 63 -

きると感じている割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

　生涯学習活動を行っている市民の割合は減少傾向にあり、生 　人生100年時代、学習歴を更新し続ける社会を目指し、多く

涯学習事業への参加者の固定化・高齢化が進んでいる状況が見 の市民に生涯学習に興味を持ってもらえるよう、講座内容や講

られる。 座実施日時、講座開催方法、学習コンテンツなどを工夫・拡充

　図書館については、読書バリアフリー法が施行され、視覚障 し、ライフステージや市民ニーズに応じた学びの機会を提供し

害者等の読書環境の整備が推進されている。そのため、ＩＣＴ ていく。　

の活用等によりライフステージや個別のニーズに応じた学びの



タル化を推進するための人員が必要となるため。

　今後、本施策の目的である「誰もが生涯にわたって、自ら主体的に学び、自己実現を図ることができる生涯学習環境の構築」を達成する
ため、現在実施しているコロナ禍においても学習が継続できる仕組みである生涯学習のDX化（オンライン・オンデマンド開催）など、利用
者ニーズを踏まえた取組を一層展開するとともに、より多くの市民に興味を持たせるための魅力ある学習コンテンツなどを、公民館等の施
設の活用や、市民協働の観点を取り入れながら積極的に展開し、市民へ届けることが必要であると考える。

01 市史編さん事業　（生涯学習課）

アーカイブズセンター運営費

任
意

6,753 令和５年度中に公文書館開館予定（

8,425 所管課：行政管理課）に伴い、現在

－ － １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 03 01 01 8,425 、所管している歴史的公文書の移管

歴史的公文書を含めた古文書 8,377 等について調整を進める。

をはじめとする史料を後世に 2,354

03 生涯学習事業　（生涯学習課）

生涯学習運営事業

任
意

13,044

14,048

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ａ01 01 10 04 01 03 01 14,048

社会教育委員会議の運営。社 14,039

会教育指導員の配置。人材の 11,840

戸
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田
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戸

日

田の地域性や方向性を

令

考慮 6,370

和

02 美笹公民館事業

 

　（生涯学習課）

4年 

美笹公

6
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月
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成

とした各種講座等の実

部

施・公 13,779

局

03 下戸田公民

名

館事業　（生涯学習課

教

）

育委員

下戸田公民館事業

任
意

会

1,505

1,194

事

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ0

務

1 01 10 04 02 0

局

3 01 1,194

・幼
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とした各

部

種講座等の実施・公 1

局

5,233

名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価
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事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

コロナ禍においてもICTを活用したオンライン・オンデマンド事業を実施し、いつでも、ど
こでも、誰でも学べる環境により、学びを継続させることができた。今後もＤＸの導入によ
る生涯学習の推進を図るとともに、デジタルデバイドの解消や地域課題の解決に向けた学び
や活動の充実をさせていく。なお、指標による評価については、令和６年度に実施予定の「

Ｂ
生涯学習に関する市民意識調査」により指標数値が明らかとなるため、現段階では不明であ
るが、講座や事業実施時のアンケート結果の分析を行いながら、目標達成に向けて、諸事業
を推進していく。

435,828 ↑ 472,359 ↓ 444,121 → 444,121
令和５年度中の図書館システムの更改に伴い、重点戦略２　テーマ①「ＤＸの導入による市民サービスの向上に資する取組の実施」として
、機能拡充を行い、デジタル化を推進するための予算が必要となるため。

105,799 ↑ 107,045 → 107,045 → 107,045
令和５年度中の図書館システムの更改に伴い、重点戦略２　テーマ①「ＤＸの導入による市民サービスの向上に資する取組の実施」として
、機能拡充を行い、デジ
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事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

04 新曽公民館事業　（生涯学習課）

新曽公民館事業

任
意

1,509

2,618

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 10 04 02 04 01 2,618

・幼児から高齢者までを対象 2,603

とした各種講座等の実施、子 14,610

02 図書館管理運営費　（生涯学習課）

図書館管理運営費

任
意

319,325

324,186

－ － ６ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ01 01 10 04 05 02 01 321,764

図書館施設の維持管理及び図 321,719

書館運営に係る各種業務 9,694

資料管理事業

任
意

22,580

22,877

－ － １ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ02 01 10 04 05 02 02 22,877

各種資料を選定し、購入し（ 22,853

発注、受入れ）、書架に配置 4,362
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市民共有の財産とし



員会事務局 担当部局名

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価
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事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

98 少年自然の家管理運営事業　（生涯学習課）

少年自然の家管理運営事業

任
意

6,199 令和３年３月で施設廃止となり、事

0 務事業は令和３年度で終了となる。

－ － ９ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 終97 01 10 04 98 98 97 0

宿泊施設・食事サービスの提 0

供、自然に親しむための学習 0

R3決算額 R4計画額 R5予算額
計（千円） 事業費 423,150 435,828 472,359

うち一般財源 422,932 435,329 471,861

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和5年度で終了 ８令和4年度で終了 ９令和3年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月23日 作成部局名 教育委


